
- 1 - 
 

国立大学法人徳島大学とくしま地域産学官共同研究拠点設備管理規則第３条及び第１０条

第１項に基づく料金表 
令和３年７月１５日 

 

 

とくしま地域産学官共同研究拠点設備統括管理者制定 

 

国立大学法人徳島大学とくしま地域産学官共同研究拠点設備管理規則第３条及び第１０

条第１項の別に定める設備及び利用料等は，次の表に掲げるとおりとする。 

 

番号 

 

設 備 

 

規 格 

 

利用料（消費税別） 

学内者の場合 学外者の場合 

１ マトリックス支援レー

ザー脱離イオン化飛行

時間型質量分析計 

ﾌﾞﾙｶｰ･ﾀﾞﾙﾄﾆｸｽ 

autoflex speed-TK 

８００円 

／時間 

２，４００円 

／時間 

２ 化学成分解析装置 

（ＬＣ－ＭＳ） 

飛行時間型 LC-MS 

Waters LCT Premier XE 

７００円 

／時間 

２，９００円 

／時間 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ 

Waters ACQUITY UPLC 

３ 基板加工システム ﾚｰｻﾞｰ基盤加工機 

日本 LPKF Protolaser S 

５００円 

／時間 

１，９００円 

／時間 

ｶｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｯﾀ  

ｸﾞﾗﾌﾃｯｸ CE5000-60 

ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ｱﾈｽﾄ岩田 

SLP-22ECD 

４ レーザー顕微鏡 ﾅﾉｻｰﾁ顕微鏡 ｵﾘﾝﾊﾟｽ 

OLS3500-PTU 

７００円 

／時間 

１１，６００円 

／時間 

５ 微細構造観察装置 

（ＳＥＭ） 

分析走査電子顕微鏡 

日本電子 JSM-6510A 

７００円 

／時間 

８，６００円 

／時間 

６ 顕微加工観測装置 

（ＦＩＢ） 

集束ｲｵﾝﾋﾞｰﾑ加工観察装 

置 

日本電子 JEM-9320FIB 

７００円 

／時間 

６，９００円 

／時間 

７ 蛍光燐光光度計 ﾙﾐﾈｯｾﾝｽ分光光度計 

ﾊﾟｰｷﾝｴﾙﾏｰ LS55 

８００円 

／時間 

１，５００円 

／時間 

８ 連続角度光散乱光度

計 

光散乱測定装置 ドイツ

ALV社 ALV/CGS-3/7002 

ｺﾞﾆｵﾒｰﾀｰｼｽﾃﾑ 

７００円 

／時間 

７，９００円 

／時間 

９ 分取用ＨＰＬＣ 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｼｽﾃﾑ 

島津 送液ﾕﾆｯﾄ LC-20AT 

外 

７００円 

／時間 

２，０００円 

／時間 
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１２ 蛍光顕微鏡 ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ倒立顕微鏡 

ﾗｲｶﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ DMI 4000B 

５００円 

／時間 

２，０００円 

／時間 

１３ クリーンベンチ ﾊﾞｲｵｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 

日本ｴｱｰﾃｯｸ BLB-1306 

５円 

／時間 

１００円 

／時間 

１４ ＣＯ２インキュベー

ター 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

三洋電機 MCO-20AIC 

５円 

／時間 

１００円 

／時間 

１５ ＮＭＲシステム NMRｼｽﾃﾑ 

ｻﾑｳｪｲ PROTⅡ 4100MR 

４００円 

／時間 

１，３００円 

／時間 

１９ 三次元ＰＩＶシステ

ム 

高解像度 FlowMaster 

日本ｶﾉﾏｯｸｽ 

DAVIS-3D-PIVT 

８００円 

／時間 

１，０００円 

／時間 

２０ 燃焼温度・燃焼生成物

の定量測定装置 

ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ 

ﾉﾋﾞﾃｯｸ Phantom V310 

４００円 

／時間 

６，１００円 

／時間 

２１ 燃焼イオンクロマト

グラフ分析システム 

自動試料燃焼装置 

三菱化学ｱﾅﾘﾃｯｸAQF-100F 

４００円 

／時間 

４，２００円 

／時間 

高性能・一体型ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞ

ﾗﾌｨｰｼｽﾃﾑ 

ﾀﾞｲｵﾈｸｽ  ICS-2100 

２２ ＩＣＰ発光分光分析

装置 

ICP発光分光分析装置 

ｴｽｱｲｱｲ･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

SPS3520UV 

１，４００円 

／時間 

１１，５００円 

／時間 

２３ 検出器切換型Ｘ線Ｃ

Ｔ装置 

検出器切換型X線CT装置 

ｺｽﾑｷｬﾝﾃｸﾉ 

ScanXmate-G100S110 

４００円 

／時間 

５，９００円 

／時間 

２４ 非接触輪郭形状測定

機 

非接触輪郭形状測定機 

三鷹光器 MLP-2 

５００円 

／時間 

３，５００円 

／時間 

（注）消費税額及び地方消費税額は，上記利用料とは別に徴収する。 

上記料金とは別に，必要に応じて消耗品費等を請求することができる。 


